







































































































































































































































































































































































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ1’Homme indiff6rent au reve des aieux／Ecoute　sans　fr6mir，　du
fond　des　nuits　sereines，／La　Mer　qui　se　lamente　en　pleurant　les
Sirさnes．》（けれど　いにしえびとの夢に心なき人間は／おだやかな夜の底
で　身を震わせもせず耳傾ける／セイレーンを悼む海の嘆きに）に籠めら
れた意味が理解される。
　「ギリシアとシシリア」篇では，神々や英雄の神話時代が歌われたの
ち45），締めくくりとして「エピグラムと牧歌」で人間ギリシアが歌われ
る。そして『戦勝牌』はギリシアに別れを告げ，第二部「ローマと夷秋」
Rolne　et　les　Barbaresへと移って行く。
註
　使用テクストは（Euvres　Poe’tiqeces　comPlbtes　de／o36・Mα痴de　Heredia．2
voL，6d．　Les　Belles　Lettres，1984（以下で0．　C．と略記）。エレディアの作品の
引用はすぺてこの版に拠る。
1）　『ギリシア詞華集』にはパラティーナ本Anthologia　Palatin　a　15巻とプラヌ
　ーデア本Anthologia　Planudea　1巻があるが，本論では明記する必要のある場
　合を除き，双方をまとめてr詞華集』と呼ぶことにする。r詞華集』からの引
　用にはエレディアが参照したとおぼしいHachette版の仏訳を用いるべぎであ
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6）
7）
8）
9
）
10）
11）
12）、
13）
14）
15）
16）
　るが，入手不能のためやむを得ず研究書からの孫引きに拠り，それを註に明示
　した。当該エピグラムのHachette版訳が他書にもない場合はLes　Belles　Let・
　tres版の仏訳を用いた。
2）　Anthologie　grecque，　traduite　par　Firmin　Didot，　Hachette，1863，2vo1．
3）　Emil　Zilliacus，ノos6．Maria　de　Heredia　et　l・Anthologie　Grecque，　Revue
　d’Histoire　Litt6raire　de　la　France，　vo1．17，1910，　p．270．
4）　0．C．，1，　p．64，
5）　ディスコルディアはギリシアのエリスにあたり，ホメーロスでは軍神アレー
　スの姉妹とされている。
　　Edition　Les　Belles　Lettres，　III．
Ibid．
Emil　Zilliacus，　op．　cit．．　pp．263－264．
亘dition　Hachette（Emil　Zilliacus，　op．　cit．，　p，264より引用）．
Ibid．
琶dition　Les　Belle＄Lettres，　III．
0．C．，1．　P．69．
Ibid．，　P，63．
tbid．，　P．70．
lbid．，　P．67．
トラーキア地方南部の都市であるとする説と，スペインの古代都市であると
　する説がある。
17）　トラーキア地方の川（現在のマリツァ川）であるとする説と，スペインのエ
　ブロ川であるとする説がある。
18）　ギリシアの男の名。特定の個人をさすものではないと思われる。
19）　Revae　des　Deux　Mondes，15　mai　1890，　p．462．
20）　Edition　Hachette（Miodrag　Ibrovac，10s6．Maria　de　Ueredia，　Les　Sources
　des　Trophies，　Presses　Frangaises，1923，　p．47より引用）．　　　　・
21）　0．CL，1，　pp．272－273．
22）．Edition　Hachette（Miodrag　Ibrovac，　op，　cit．よ’り引用）．
23）’Edition　Les　Belles　Lettres，　V．
24）　　Ibid，
25）　　0．（：「．，1，p．66．
26）　1bid．，．　p．65．
27）　　Ibid．，　p．71．
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28）　lbid．，　p。72、
29）　lbid．，　p．74∫
30）　ゼウスとレーダーの子。兄弟のポリュデウケースとあわせてディナスクーロ
　　イと呼ばれる。’カストールは戦争の術にすぐれた英雄（半神）とされている。
31）現在のリビアより広く，アフリカ北岸一帯をさす。
32）戦車競走は競技場を12周することになっており，赤い標識を回って新たな
　周回に入る。7周し終えたこの時点ですでにポルフユリナスの勝利が確定的に
　なっていることから彼の力量がうかがえる。
33）　戦車競走では服の色がチームごとに異なっている。
34）　r詞華集』中にポルフユリオスの父親としてこの名が見える。
35）　0．（λ，1，p．282．
36）La　Revue　Blanche，28　janvier　1893，　p．45初出。
37）　Edition　Les　Belies　Lettred，　XIII．
38）　Edition　Hachette（Emil　Zilliacus，　op．　cit．，　p．269より引用）．
　この版の仏訳では「青組」はカルカスを修飾するという解釈になっているが，
　Les　Belles　Lettres版では《……quand　le　fils　de　Calchas，　Porphyre，1e
　Bleu，＿＿》と訳されており，「青組」はポルフユリオスを修飾すると解釈して
　いる。エレディアはHachette版の文章をそのままソネに使っているが，　Les
　Belles　Lettres版の解題によれぽ，カルカスが戦車競技者であったか否かさえ
　確認できていない。
39）　Edition　Les　Belles　Lettres，　X皿．
40）　　0．（］．，1，p．73．
41）　エレディアのソネでは，デルポイのピューティア競技に置き換えられている。
42）Pierre　Martino，　Parnasse　et　Sytnbolisme，　Arrnand　Colin，1970，　pp．73－74．
43）　エレディアはギリシアを人間的な生気あるものとしてとらえようとしていた
　が，詳細については拙論「エレディアの〈ペルセウスとアンドロメーダー〉三
　部作について」（r彷復の祝祭』朝日出版社1986年11月）を参照されたい。
44）　0，C．，1，　p．25．
45）神話を題材とした若干のソネについては，前掲の拙論および〔r戦勝牌』／
　一トー連作「ヘーラクレースとケンタウロス」について〕（駒澤大学外国語
　部論集第25号1987年3月）を参照されたい。
（フランス文学科　非常勤講師〉
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